








要  約:香川県下のある 1自治体を対象に行われた 3歳児聴覚健診において,精密健診に措

置すべき所見を有する児が実際にどのような判定措置を受けたかについて, 1 年間の従事

者実地研修を行った前後(平成 6年と平成 8年)で比較した。その結果,研修前は誤判定,誤

措置が少なからずみられたが,研修後は誤判定,誤措置が大きく減少しており,特に「ささ

やき声による聴覚検査」について顕著であった。今回の検討から,聴覚健診を有効なもの

とするためには,従事者教育をはじめとした実施体制の整備が重要であることが示された。


